
原型炉概念設計の基本設計の完了
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l オールジャパン体制の原型炉設計合同特別チームの設計活動により、核融合発電
の実証を21世紀中ごろへ加速させる⽇本独⾃の原型炉の基本概念を明確化。

l 物理的/技術的に⾶躍の⼤きかった従来の原型炉概念（SlimCS）から、ITERと
JT-60SAの技術基盤に産業界の発電プラント技術や運転経験等を取り込んだ技術
的実現性のある基本概念を検討し、核融合発電プラントの全体像を提⽰。

概念設計の基本設計の完了
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Ø 21世紀後半に温室効果ガス排出の実質ゼロ
を⽬指すパリ協定の実現に、重要な役割を
果たし得る。

l 今回の原型炉概念に基づき、⾼出⼒・
⼩型化した商⽤炉を想定し、核融合エ
ネルギーの導⼊シナリオを評価

核融合エネルギーの導⼊ポテンシャル



原型炉概念設計の基本設計の概要
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l 主要機器であるトロイダル磁場コイル、増殖ブランケット、ダイバータについては、ITER技術基盤
の延⻑に概念を構築

l ITERにない技術については、産業界の発電プラント技術及び運転経験並びに⼤学等による未踏技術
の解決⽅策を取り⼊れた概念を構築

l 炉⼼プラズマについては、ITER及びJT-60SAの想定成果に基づいた概念を構築

検討の⽅針と基本仕様

à原型炉の⽬標（①数⼗万kWの電気出⼒、②実⽤に供し得る稼働率、③燃料の⾃⼰充⾜性）
に⾒通しを得る基本概念を構築

主半径︓8.5m
⼩半径︓2.42m
核融合出⼒︓1.5GW
発電端出⼒︓0.64GW
中⼼トロイダル磁場︓6T
プラズマ電流︓12.3MA
加熱⼊⼒︓< 100MW
規格化ベータ値︓3.4
規格化密度︓ne/nGW=1.2
閉じ込め改善度︓1.3
冷却⽔︓PWR条件
稼働率︓〜70%
運転⽅式︓定常運転
三重⽔素増殖⽐︓1.05
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発電プラント全体像

放射化物⼀時保管建屋

トカマク複合建屋

スイッチヤード

第⼀コイル建屋
タービン建屋

コールドボックス建屋

トリチウム建屋

第⼆コイル建屋

ホットセル建屋

放射化物処理建屋
放射化物貯蔵建屋

循環⽔ポンプピット

放⽔ピット

コンプレッサー建屋

⾮常⽤電源建屋

代替交流電源建屋

敷地概算︓1000m x 1000m



原型炉概念設計の基本設計における主要機器概念

ダイバータの基本概念

増殖ブランケットの基本概念

遠隔保守の基本概念
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l キャスク4台のパラレル作業より、原型炉運転後期に
稼働率〜70％を実証できる⾒通し（産業界の試算）

l ITERでの実績を重視し基本的にITER⽅式を採⽤
l ２系統冷却管（⾼熱負荷︓銅合⾦、低熱負荷︓F82H）
l ダイバータプラズマの設計ウィンドウを同定

l 固体増殖・⽔冷却⽅式を採⽤（ITER-TBM戦略と整合）
l ハニカムリブ構造により、耐圧性の向上と⾼いトリチウ
ム⽣産性を両⽴

主熱輸送系の基本概念

電気出⼒（発電端）︓640 MW

有効熱出⼒︓1,865 MW
加熱装置⽤電⼒︓194 MW

冷却⽔ポンプ電⼒︓71 MW

冷凍機⽤電⼒︓91 MW
その他︓約30 MW

電気出⼒（送電端）︓
約254 MW

l 加圧⽔型軽⽔炉の主熱輸送系・発電システムを適⽤
l 所内消費電⼒の⼀次評価︓送電端電気出⼒~250MW

発電設備建屋


